
 

別表 １ 

 

外部評価項目 

 

項目番号 項目 

自己 

評価 

外部 

評価 
タイトル 小項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 

１ １ 理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、

管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている 

２ ２ 
事業所と地域とのつき

あい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業

所自体が地域の一員として日常的に交流している 

４ ３ 

 

運営推進会議を活かし

た取組み 

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取組

み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサ

ービス向上に活かしている 

５ ４ 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケ

アサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築く

ように取り組んでいる 

６ ５ 
身体拘束をしないケア

の実践 

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準

及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁

止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関

の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる 

７ ６ 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持

ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが

ないよう注意を払い、防止に努めている。 

１０ ７ 
運営に関する利用者、

家族等意見の反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ

表せる機会を設け、それらを運営に反映させている 

１１ ８ 
運営に関する職員意見

の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機

会を設け、反映させている 

１４ ９ 
同業者との交流を通じ

た向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、

ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取組みをしている。 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

２０ １０ 
馴染みの人や場との関

係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係

が途切れないよう、支援に努めている 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

２３ １１ 思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めてい

る。困難な場合は、本人本位に検討している 



 

２６ １２ 
チームでつくる介護計

画とモニタリング 

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、

本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やア

イディアを反映し、現状に即した介護計画を作成している 

３０ 

 
１３ 

かかりつけ医の受診診

断 

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られた

かかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受

けられるように支援している 

３３ １４ 
重度化や終末期に向け

た方針の共有と支援 

 重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から

本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分

に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで

支援に取り組んでいる 

３５ １５ 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難

できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体

制を築いている 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

３６ １６ 

一人ひとりの人格の尊

重とプライバシーの確

保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない

言葉かけや対応をしている 

 

４０ １７ 

食事を楽しむことので

きる支援 

 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活

かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをし

ている 

４３ １８ 
排泄の自立支援 

 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄

のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

に向けた支援を行っている 

４５ １９ 
入浴を楽しむことがで

きる支援 

 一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる

ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個

々に応じた入浴の支援をしている 

４９ ２０ 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよ

う支援に努めている。また、普段は行けないような場所でも

、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している 

５２ ２１ 
居心地のよい共用空間

づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ

等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音

、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をして

いる 

５４ ２２ 
居心地よく過ごせる居

室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、

使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく

過ごせるような工夫をしている 

   


